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■研究成果 

 

□はじめに 

本留学の目的は、南米ペルー共和国(以下、ペルー)北部アンデス高地、カハマルカ県に於ける酪農業

の実情を明らかにするものである。そのために、カトリカ大学に加盟研究員として在籍しながら研究を

進めていった。 

  

□研究手法 

研究手法としては、調査の前半では、同県の酪農産業に携わる世帯の「戦略」に焦点を当て、彼らの

目的・計画や意思決定の過程を実証的に探っていくというものであった。この手法を考えた当初は、同

県の酪農世帯の生産地における世帯戦略や経済活動を研究対象としたが、実際に調査を進めると、彼ら

の活動の範囲は広いことが分かり、研究範囲の見直しを迫られた。 

 カハマルカ県の特徴として、人々の経済活動が広範囲にわたっており、ペルー北部の各地に彼らが形

成したネットワークが存在することである。そのネットワークは、同県の歴史と深く関係している。そ

こには、18世紀後半にペルー北海岸都市部に巨大なサトウキビプランテーションが開かれた際、北部山

地のカハマルカ県は酪農製品や農業、畜産物、さらには労働力の供給プールとして発展していき、同県

の多くの人々が北海岸や熱帯地域等に出稼ぎのために移住していったという背景がある。そのため、現

在では各地にカハマルカ県出身者が拡がり、彼らが歴史的に形成してきた経済的ネットワークのおかげ

で、彼らは広範囲な経済活動を実現している。 

 同県の酪農世帯も、そのネットワークに支えられており、北海岸のチクライヨやトルヒーヨ、リマで

同県のチーズ店が出店していたり、仲買人が酪農製品を販売したりしており、同県の酪農業は広域な経

済範囲を持つことが分かる。そのため、留学期間の前半はその広範囲な経済活動の全体像を把握するこ

とに費やした。そして、後半には、先述したように研究範囲を見直し、酪農世帯の生産地と酪農製品の

販売先であるリマの市場との双方の活動を射程に入れた上で、研究を進めていった。 

 

□具体的手法 

具体的には、調査の前半では、同県のバンバマルカという主要生産地域における酪農製品の生産活動

に関する参与観察、その地域の酪農製品をリマに販売する仲買人の経済活動に関する参与観察並びに聞

き取り調査、さらにその仲買人が酪農製品を出荷するリマの大規模市場であるフィオリ市場での市場調

査などを行った。その結果、酪農世帯が生産するフレッシュチーズによる経済ネットワークと流通に関

する全体像の把握に成功した。 

調査の後半では、同県のワルガヨックという地域で、カハマルカチーズ生産者協同組合に拠点を置い

て、生産地の生産・経済活動をより詳細に調べ、都市の市場の影響によりどのように生産者は生産・販

売戦略を展開しているのかを分析した。さらに、バンバマルカのフレッシュチーズの流通網とは異なる、

カハマルカ県の伝統的なチーズであるマンテコッソの流通網を比較調査した。マンテコッソの生産のた 

 



（成果報告書） 

 

めには、生乳に凝乳酵素を加えただけのケシーリョという生チーズを中間生産物として生産する。その

生チーズが地域の定期市場で売買され、買い付けたチーズ生産者が都市でマンテコッソを生産して、各

地の消費者に届けている。このように、生チーズの販売市場を間に挟むことがマンテコッソ流通網の特

徴であり、その流通網把握のためカハマルカ郡チャンタ・アルタ村落での調査を実施した。 

期間としては、2012 年 3 月～7 月にリマに出店しているカハマルカチーズ店とリマ北部のカハマルカ

チーズ市場での聴き取り調査と市場調査を行い、2012 年 9月～2013 年 1月にバンバマルカで生産者の生

活・生業調査と経済活動に関するインタビュー調査を行うと同時に、彼らと契約する仲買人の経済活動

に同行し、2013 年 2 月～3 月にリマのカハマルカチーズ市場で都市の市場動向に関する聴き取り調査と

仲買人へのインタビュー調査を行った。そして、2013 年 4 月～6 月にワルガヨックでフレッシュチーズ

生産者と彼らの協同組合との関係性を調査・分析し、2013 年 8月～12 月にカハマルカ郡のチャンタ・ア

ルタ村落で、中間生産物であるケシーリョを売買する定期市場とそのケシーリョの生産者の生産・販売

活動を調査することで、マンテコッソ流通網の把握を試みた。 

 

□調査結果 

現在までの調査結果として、調査対象として選んだ 3 つの地域バンバマルカ、ワルガヨック、チャン

タ・アルタ村落のそれぞれで整理する。 

バンバマルカを調査して、都市市場動向にカハマルカ県の酪農業は大きく関わっていることが分かっ

た。近年、リマ都市部では「健康ブーム」が起こっており、消費者は食品に対して衛生面はもちろんの

こと、塩分や脂肪分などコレステロール値に関わる健康面の心配をしている。それは、カハマルカチーズ

も例外ではなく、都市の消費者たちは衛生・健康面において優れた商品を選ぶようになった。そこで重要となる

のが、カハマルカチーズの製造過程に行われる「低温殺菌処理」である。低温殺菌処理とは、生乳を 30～40 分

間、60～63℃の低温で殺菌することで、衛生・健康面に優れたチーズを安価に生産する方法である。都市部に

出店するカハマルカチーズ店の大半は、この低温殺菌処理を施したチーズを販売しており、都市部の高・中所

得者が多く買いに来る。その一方で、低所得者が集まるリマ北部のカハマルカチーズ市場では、低温殺菌チー

ズも売られているが、最も多く売られているのは低温殺菌処理が施されていない普通のチーズである。 

このように、カハマルカ県の酪農業の流通ネットワークは、都市の市場変化に対応する側面と、都市の「ニッチ

な」部分に対応する側面があることが分かった。そしてどちらの側面も都市市場の影響に柔軟に対応しており、

チーズ生産者の戦略の背景にはそのような柔軟さが含まれていることを考慮すべきである。 

そしてワルガヨックを調査して、上記のような都市市場の動向に関連した開発機関やＮＧＯの活動が明らかに

なりました。先述したように、リマのチーズ市場ではチーズ品質の向上を消費者たちは求めるようになり、カハマ

ルカ県の貧困打開を考える開発機関やＮＧＯはカハマルカチーズ品質向上を目指した指導を近年行うようなっ

た。その典型的な指導例が、低温殺菌処理技術の指導やフレッシュチーズ以外のチーズ製造の指導である。ワ

ルガヨックでは、チーズ生産者による協同組合を組織し、ＮＧＯによって技術指導がここ 10 年間行われた。 

しかしながら、ＮＧＯが指導で見せる理想通りの展開が起きなかったのが現実であった。例えば、ＮＧＯはフレ

ッシュチーズ以外のチーズ(例えば、パイレやティポ・スイソ)製造の指導をするが、生産者たちは手間と時間がよ

りかかるようになるそれらのチーズの製造を行おうとはしなかった。生産者たちは、チーズ生産が日常の生活の

一部となっているため、畑作業や放牧、家事などの他の世帯での仕事に支障がきたさない程度の作業量である

フレッシュチーズ生産を選ぶようになった。また、ＮＧＯはチーズ品質を向上させ、生産者の収入が向上すること

を狙って、低温殺菌処理技術を指導し、二重底鍋を導入したが、思うように収入向上にはつながらなかった。な

ぜなら、チーズ生産者は様々な販売ルートを独自に確保しているが、大半の生産者の仲買人は都市にすむ彼

らの親戚である。そのため、低温殺菌チーズだからといって、買値が急に高くなるわけでなく、親族関係というこ

とで安く購入する場合が多い。さらに先述したように、フィオリ市場のようにフレッシュチーズが主流な市場では、

低温殺菌チーズの需要が少なく、仲買人からの要求が少ない場合が多い。そのため、開発担当者は販売先の

市場を変えることで収入が上がると理想を語るが、既存の関係(親族関係)で結ばれた販売ルートを変更するこ

とは難しく、チーズ生産者たちは状況を打開できないでいるのが現実である。このように、ＮＧＯが持ち込む開発

理論や収入拡大案は理想に近いものである。なぜなら、当事者のチーズ生産者たちは日々の世帯内の仕事と

の兼ね合いや販売ルートでの親族関係を、生産・販売戦略を考える際に優先させるため、開発担当者たちの理

想通りにはゆかず、現実のしがらみの中で生活を改善できずにいるのが現実だからである。 



このように、世帯の生産・販売戦略を考える際に、開発の理想通りにいかない現実のしがらみ(日常の仕事、

親族関係、資本資金など)を考慮すべきであり、そうでないと現実の彼らの活動が説明できなくなることが分かっ

た。 

最後に、チャンタ・アルタでは、カハマルカ県の伝統的なチーズであるマンテコッソチーズ流通網を把握し、さ

らに中間生産物であるケシーリョの定期市場と世帯戦略の関係性を調査した。そこには、約 10 年前に行われた

地域開発の影響もあった。 

先ほどのフレッシュチーズ流通網同様、チーズ品質の向上を行うことで、生産者の収入を上げることを目的と

した地域開発が、チャンタ・アルタでも行われてきた。そのため ITDG と言う開発機関が、チャンタ･アルタで作ら

れるケシーリョの品質を向上させるように技術指導した。しかしながら、その効果もまた開発の理想論どおりに

は行かなかった。開発機関は、生産者(村人)にケシーリョを作る際に、低温殺菌処理を施すことで、品質を向上

させることを指導した。さらに低温殺菌処理で失われるカルシウムを、殺菌後加えることも指導した。しかしこの

指導が問題であった。 

 チャンタ・アルタのケシーリョ市場の仲買人であり、さらにカハマルカ市街のチーズ職人でもあるアルベルトの

話では、｢開発機関の ITDG は、ケシーリョ生産の際に、カルシウムを加えることを指導したが、生産者たちはカ

ルシウムを大量に加えてしまう、なぜなら、カルシウムはケシーリョ中に水分を含んでとどまる性質があり、その

ため、ケシーリョの質量が増え、買値が高くなるからである。しかし、ケシーリョ中には水分を含んだカルシウム

がとどまるために、内側には気泡の穴ができ、ケシーリョの品質としてはよくない、さらに、ケシーリョを乾燥させ

て細かく挽いて、練り合わせることでマンテコッソを作るのだが、カルシウムを含むケシーリョはほとんどが水分

なため買値よりもマンテコッソ生産のために使えるケシーリョが少ないため、その点でもケシーリョの品質がよく

ない｣と、仲買人のアルベルトは語っていた。 

 そのため、ITDG の指導後に、仲買人がケシーリョ市場に集まる売り手である生産者に個別に指導して、カル

シウムを使わないケシーリョ生産の指導するようになった。その生産方法とは、ITDG が指導開発する以前から

チャンタ・アルタで行われていた生産方法である。アルベルトは、｢ITDG の開発以前のチャンタ・アルタに伝わる

伝統的な生産方法こそが最も優れた生産方法である｣と言っていた。 

 このように、ワルガヨック同様、チャンタ・アルタでも、地域開発が行われたが、開発担当者が持ち込む理想通

りには行かなかった。生産者たちは、日常的な付き合いをする仲買人との関係によって、開発以前の生産方法

に戻るという結果になった。このことから、生産者の生産･販売戦略において、仲買人との関係が重要であること

が分かる。 

 以上のように、バンバマルカ、ワルガヨック、チャンタ・アルタの調査から、現段階では以下のことが分かった。

カハマルカチーズの販路には、フレッシュチーズ販売網とマンテコッソ販売網の 2 つの流通路が存在する。そし

て、フレッシュチーズ販売網では、カハマルカ県のチーズ生産者は、都市の市場動向に柔軟に対応していること

が分かる。例えば、近年ではチーズ品質向上を訴える都市市場の要求に応えるために、同県に開発機関やＮＧ

Ｏが設備投資や技術指導してきた。その典型的な例が低温殺菌処理技術の指導であり、チーズ生産者はその

技術を受け入れることで都市の要求に応えようとしている。しかし現実では、開発機関が持ち込む理想論通りに

世帯の収入拡大の結果をもたらすことは少ない。なぜなら、生産者たちの生産・販売戦略の背景には、仲買人

との関係や親族関係、世帯の仕事との兼ね合いなどの要因があるため、それらのファクターが障害となって開

発担当者の理想論の前に現れるからである。つまりチーズ生産者は、開発担当者の理想論で描かれるような

損得計算で動く合理的な行為者である一方で、親族関係に基づく既存の家族的価値を重要視する行為者でも

あるからである。そのため、理想論通りに収入拡大に向かう生産者もいれば、ワルガヨックの生産者のようにう

まく収入拡大に向かわない生産者もいるのである。 

 また、マンテコッソ流通網でも、開発機関やＮＧＯによる技術指導や地域開発が行われており、チャンタ・アル

タ村落にＮＧＯが技術指導を行ってきた。しかしその指導でも、開発担当者の理想通りにはいかず、ケシーリョ

の生産方法は以前の生産方法に戻っている。フレッシュチーズ流通網同様、チーズ生産者の戦略の背景には、

やはり仲買人との関係が含まれており、彼らは仲買人との信頼関係を重要視するために、開発担当者が持ち

込む技術指導を拒絶し、修正したのである。ここにも、チーズ生産者の収入拡大に向かう合理的行為者としての

姿と、既存の信頼性という人間的価値観を重要視する姿の二つが窺える。そのため、開発担当者の指導通りに

牧草を改良して収入拡大・搾乳量増大を目指すチーズ生産者もいれば、仲買人の指導を受け入れて以前のチ

ーズ生産方法に従うようになった生産者もいるのである。 

 

□終わりに 

このように、現段階では、各地域での開発機関の地域開発や技術指導などがうまくいっている側面とそうでな 

 

 



 

 

い側面を勘案することで、カハマルカチーズ生産者は合理的な損得計算を行う行為者にもなれば、既存の人間

関係や家族価値を重要視する行為者にもなることが分かった。それは既存の人類学の研究では、ポリティカル・

エコノミー研究者とモラル・エコノミー研究者が、指摘してきた行為者の性向であった。その両性向は、どちらか

一つだけが農民の性向となるのではなく、両性向共に共存しうるものである。そのため、カハマルカのチーズ生

産者には両側面が窺えたのである。 

最後に、カハマルカチーズ生産者たちは両性向を持っているが、そのどちらの性向に従って経済戦略を行っ

ているのかは、場面や条件などによって大きく変わるものである。今後は、その条件や要素がどのように関わっ

て、戦略結果をもたらしているのかを分析していきたいと思う。 

 

 ■留学の感想 

留学期間の 2 年間が経ちました。健康面では、今思うと、色々ありました。留学の前半では、カルチャーショッ

クの類でしょうか、精神的に不安定になりましたが、両親や妻がペルーに来てくれたこともあり、何とか持ちこた

えました。そして、農村部でのフィールド調査の際に犬に噛まれました。すぐに病院に行ったのですが、犬の様子

を見てくださいと言われ、2 週間経過観察をして、犬の状態に変化がなかったので、狂犬病ではないと言われま

した。その他には、風邪や高山病などの病気にはそれほどかからず、元気に過ごしました。 

生活面では、フィールドでは周りの人々に助けてもらい、楽しく過ごしました。例えば、カハマルカ県のチーズ

生産者を研究し、自らもチーズを買い付け、ピザ屋を経営しているＳａｒａ Ｌｏｐｅｚに出会って、彼女からカハマル

カ県の酪農産業の事情を教えていただいたり、各地の生産者を紹介してもらったりして、研究の基礎となる人間

関係を築くことに成功しました。また、カハマルカ大学のＪｏｓé Perez 教授には、研究上のアドヴァイスを頂いたり

する一方で、研究の最終段階では、同大学での研究発表の機会をいただき、自身のスキルアップが出来まし

た。バンバマルカのチーズ生産者である、ＶｉｃｔｏｒｉａやＨｕｇｏたちの生産者協同組合のアミープロラックのメンバ

ーには大変お世話になり、各地でのチーズ生産者の生産活動や販売活動の調査を受け入れていただき、バン

バマルカでの基本的な調査が出来ました。そして、仲買人の Hector や Juan には、面倒を見ていただき、彼らの

おかげでリマの市場までの過酷なトラック道中が楽しくなり、さらにリマでのチーズ販売の手伝いをさせていただ

き、難しい市場での調査を何とか成功させることが出来ました。ワルガヨックのチーズ生産者組合の Ermeraño や

Juan のおかげで、調査がうまくいき、また、開発ＮＧＯの担当者であるＨｅｎry のおかげでいろいろな情報を得る

ことが出来、楽しく調査することが出来ました。最後に、チャンタ・アルタの Antenor 一家には、調査からプライベ

ートまでお世話になり、さらにチャンタ・アルタの村の人々には、お祭りの時から日常の生活に至るまでお世話に

なり、調査を無事終えることが出来ました。他にも様々な人にお世話になったのですが、代表して紹介させてい

ただきました。 

最後に、一つだけ調査の厳しさと助けてくれる人の優しさによって、私の調査が支えられている出来事を紹介

したいです。今回の調査で、一番難しかったのは、市場での調査です。リマのチーズ市場では、大金が飛び交う

ため、何もつてもコネもない私が調査したいと言って、調査できるとこではなかったです。初期の段階では、何度

も足を運んで、顔を知ってもらおうとしたのですが、それでも常に警戒され、警察官に不信がられたり、忙しい店

の人にあしらわれたりは、しょっちゅうでした。そのため、ここでの調査を半ばあきらめていたのですが、バンバマ

ルカに行った際に、リマ市場に顔を出した時に知り合いになった仲買人に偶然出会い、彼らと一緒にチーズを積

んだトラックの荷台に寝泊まりして、再びリマ市場に来ました。その時、仲買人のＨｅｃｔｏr の店を、朝 3 時から手

伝わさせていただき、見よう見まねで、チーズを出して、袋に詰め、接客をしました。すると、警察官が来て、いつ

もように不信がられて、｢なんで、いるんだ｣と怒られたときに、Ｈｅｃtor が、｢こいつは、俺の店の一員だ｣と言って

くれて、このとき、初めてここにいてもいいんだと思いました。なかなか、入り込めないかった市場の実状を、この

一言をきっかけに入り込めるようになり、周囲も自分を認知してくれたので、自分の調査が出来るようになりまし

た。そして、Hector が、朝食の tamal をおごってくれた時、自分の調査は人の優しさに支えられており、どんな困

難も人の助けのおかげで、切り抜けられるものだということを実感しました。 

他にも、いろいろな人に助けられましたが、このリマ市場での経験が最も印象的でした。このように、ペルーの

多くの人に支えられて、調査が実現したので、これからは、ペルーの人々に恩返しが出来るようにしたいです。 

 

 以上です。留学進捗状況と健康・生活面、さらには最後にこの 2 年間の留学を振り返った上での感想を述べさ

せていただきました。最後に、研究・生活面において支えて頂いた「松下国際スカラシップ」の皆様には、大変感謝

しております。末筆ながら、改めてお礼申し上げます。この 2 年間の留学を無事終えることが出来たのも、貴財団

の助成のおかげです。誠にありがとうございました。 

 



 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

    マイコーと調査者                ルス家族と調査者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    日曜の市場に向かう準備中           親切にしてくれたシモン一家 
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